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索引用語 t Barrett食道,早 期腺癌,表 層拡大型腺癌

はじめ|こ

Barrett食道は比較的まれな疾患であるが,近 年欧

米では腺癌 との関係からpremalignant cOnditionで

あるとい う考えが注 目されている。今回われわれは,

Barrett食道より発生 し表層拡大型を呈 した早期癌を

経験 したので,若 子の文献的考察を加えて報告する。

症  例

患者 :72歳,女 性.

主訴 :な し.

家族歴 :特記すべき事なし.

既往歴 :48歳右卵巣嚢腫にて卵巣摘出術,62歳 胆嚢

結石にて胆襲摘出術

現病歴 :検診 目的で食道胃透視を受けた際に,下 部

食道の異常を指摘される。その後,内 視鏡 と生検を施

行され食道腺癌の診断のもとに手術 目的にて当科紹介

さオしる。

入院時現症 :身長145cm,体 重53kg,そ の他腹部に
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異常所見なく,頸 部,腋 寓,嵐 径部にもリンパ節を触

知しなかった。

入院時検査所見 !WBC;6,000/mm3,RBC;418×

104/HIm3,Hb i13.3g/dl,Hti40.1%,PLT;23.7X

104/mm3,T.Bil;0.83mg/dl,GOT;20K.U,CPT;

10K.U,ALP;10.5K.A.U,LDH i426W.U,r‐ GTP;

9.OmIU,ChE;1.19 zpH,T,P;7.5g/dl,T,Chol;

188mg/dl,BUN:17ng/dl,Cri o.7mg/dl,Na;144

mEq/′,K;3.9mEq/″ ,Cl;102mEq/′ ,CEA,2.6ng/

ml, SCC;1.5ng/ml以 下, Ccr;90.lm1/min,

ICC15′;9.3%

食道 ・胃X線 造影所見 :食道癌取扱い規約1)に準じ

たX線 分類では,病 巣はEa領 域に長径3cmで 全周性

にみられ一部に小隆起を伴う境界明瞭な表在陥凹型で

あった。また,滑 脱型食道裂孔ヘルニアがみられ胃内

より食道ヘパリウムの逆流が認められた (図1).

内視鏡所見 :門歯より33cmか ら35cmの 食道粘膜

に全周性の発赤ビランを認め,そ の後壁を中心に数個

の小隆起を伴なう凹凸不整の表在型病変がみられ,ま

た病変部の肛門側には食道裂孔ヘルニアによる噴門輪



84(1134)

図 2 食 道内視鏡像 :小隆起を伴 う凹凸不整の表在性

病変を下部食道に認め,そ の肛門側にはヘルニアに

よる噴門輪がみられる.

がみられた(図2)。食道のビラン部位より生検を行い,

当院臨床病理検査部にて分化型腺癌 と診断された。

以上の所見より,Barrett食道腺癌 と診断し,昭和62

年 6月 23日右開胸開腹食道亜全摘術,胸 骨後食道胃管

吻合術を施行した。

摘出標本肉眼所見 i癌は下部食道に長径2cm×横径

7cmの 大きさで,表 在隆起型 と表在陥凹型の混在 した
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図 1 食 道 ・胃X線 所見 ta.食 道 Ea領 域に表在陥凹型の病巣を認める.b.胃 より

食道ヘバ リウムの逆流がみられた食道裂孔ヘルニアを認める.

図 3 摘 出標本 :食道・胃境界部に長径2cm,全周性の

表在隆起陥凹型病巣を認める (上)。ルゴール染色

(下).
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病変を全周性に認めた (図3).

病理組織学的所見 :切除 した食道胃切片を5mm幅

で全害Jし, hematoxylin eosin(H.E)と elastica van

gienson(EVG)染色を行った.癌 の肛門側は,わ ずか

に噴門腺領域までおよんでお り,移 行部に扇平上皮の

認められる部位はなかった(図4a).癌の日側は食道腺

を認める下部食道上皮にまで及び,痛 平上皮 との境界

は明瞭であった(図4b)。また,癌 病巣のなかには島状
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□ ,胃擦上皮, 回 :食遺扇平上皮,

多 :腺磨 (深達度 :IE), ‐ :腺癌 (深達度 :E IIl)

に
一部健常な扁平上皮が認められた。 しかし, さらに

連続切片を作成し詳細に検討したが Barrett腺上皮は

見出せなかった (図4c).組織型は分化型腺癌を呈 し,

深達度は mmで ぁった (図4d)。これらの所見をまと

め,食 道噴門腺の部位よりesophagogastric junction

(以下 EGJ)を 想定して図式化すると,癌 病巣は主に

EGJよ り口狽1の下部食道全周に存在 し表層拡大型の

像を呈していた (図5),

さらに食道癌取扱い規約1)に
準 じた検討では,癌 の

血管侵襲,リンパ管侵襲は認められず〔v(一),ly(一)〕,

所属 リンパ節の転移も認められなかった (n。).

以上の所見より,Barrett食道より発生した表層拡

大型を示した早期食道腺癌 と診断した。

予後 :再発の兆候もなく健在であ り(術後 1年 ),現

図4 病 理組織像 (H.E染色)ia.癌 の肛門側 (×5),b.

巣内の扁平上皮 (×10),b.深 達度mmの 部位 (×10)

癌の日側 (×5)。c.癌 病

在外来にて経過観察中である。

考  察

Barrett食道は,1950年 に Barrettの"が下部食道粘

膜が全周性に円柱上皮で覆われた慢性の消化性漬瘍を

報告 し,1957年には成因にかかわらず下部食道に円柱

上皮を認めた例は,lower esophagus lined by colurn‐

nar epitheliumと呼ぶように提唱した.そ の成因に関

しては先天性と後天性の説があるが,先 天性説では胎

生期に一時間柱上皮で覆われた食道上皮が,上 方から

下方へ扁平上皮化が起る過程でその進行がある高さで

止まったものと説明され,Recterらりは1,000Tpllの小児

剖検例中78例に islets of ectopic columnar epith‐

eliumを認めたと報告している。後天性説では,食道裂

孔ヘルニアなどにより胃酸が下部食道に逆流 し食道炎

を引き起すことにより扁平上皮が脱落 し,再 生力の強

い胃粘膜が修復過程で扁平上皮に変わって仲展すると

いわ れ て い る。これ らを うらづ け る実験 として

Bremner"がイヌを使い,人 工的に食道裂孔ヘルキア

を作成し,下 部食道に逆流性食道炎を起こすことによ

りBarrett食道を作成できた と報告 し,ま た遠藤 ら。

は,食 道裂孔ヘルニアに逆流性食道炎を合併した症例

の 5年 間の経過観察で,下 部食道に Barrett上皮化を

みたと報告 してお り,現 時点においては Barrett食道

の成因に関しては大半が後天性説 と考えられている.

近年内視鏡検査の普及により欧米では,Barrett食

道と腺癌 との関係が注 目され premalignant condition

図 5 摘 出全割標本からみた模式図
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であるという報告が多 くみられる。つまり,円 柱上皮

によって置換された Barrett食道の粘膜が, 胃液の逆

流によリビランを繰 り返すことで dysplasiaを来 して

異型腺管を形成し, さらに癌へと移行するものと考え

られている。Naefら のは Barrett食道140例中の12例,

8.5%に , Skinnerら ゆは46%, Starnes9)は 37.7%と

Barrett食道に腺癌を合併 した発生率を報告 してい

る。しかし,本邦では Barrett食道に合併 した腺癌のま

れであり,そ の発生率を検討した報告はない.

今回われたれの検索 した限 りでは,Barett食 道に

発生した腺癌の報告例は本邦においてこれまでに12例

の報告1い～21)がぁ り,本 症例は13例目であった。年齢は

32歳から81歳までで,男 性 9例 女性 3例 であった。主

訴は dysphagiaが多 く食道裂孔ヘルニアの合併は 6

例であった。腺癌の発生部位 としては Barrett食道の

発生から考えると当然のことながら,下 部食道に多 く

みられた。 し かし,早 期癌は本症例を含めて 4例 と少

なく,そ のなかでも深達度が HImま でであったのは 2

frljのみであり,ま た本症例のように表層拡大型を呈 し

たものはみられなかった。

Barrett食道腺癌の病理診断は,癌 が進行 し粘膜下

層あるいは胃へ と浸潤 していくと,そ の発生母地 とし

て食道腺や胃粘膜 との鑑別が重要 となる。本症例では

深達度が mmで ぁ り食道腺 よりの癌の発生は否定で

きたが,肛 門側の癌先進部は胃噴門腺部までわずかに

浸潤 し,また下部食道は全周性に癌で占拠 され EGJが

明らかでなく,Barrett上 皮の残存を認めなかったこ

とより胃癌 との鑑房Jに難渋した。しかし,滑 脱型食道

裂孔ヘルニアを伴い逆流性食道炎がみられたこと,癌

病巣のなかに扁平上皮の残存がみられたこと, また主

病巣の外側に衆膜組織を認めず粘膜下層に食道腺が存

在したことより判断し本症例は Barrett食道腺癌 と診

断した.

結  語

深達度はmmの 腺癌では表層拡大型の特殊な形態

を塁 した早期 Barrett食道腺癌の 1治験例を経験 した

ので,若 子の文献的考察を加えて報告 した。
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